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SIP-SWG活動概要



PSTNマイグレーションとIP相互接続

PSTNマイグレーションに伴い事業者間の相互接続はIP-IP接続へ移行

<従来の事業者間接続>

<今後の事業者間接続>



IP相互接続に関する国内標準類

ドキュメント タイトル 最新版

JJ-90.27 着信転送サービス(CDIV)に関するNNI技術仕様 8.0

JJ-90.28 緊急通報呼に関するNNI仕様 4.0

JJ-90.30 IMS事業者網間の相互接続共通インタフェース 9.0

JJ-90.30(E) Common interconnection interface between IMS operator's networks 9.0

JJ-90.31 キャリアENUMの相互接続共通インタフェース 5.0

JJ-90.31(E) Common interconnection interface for carrier ENUM 5.0

JJ-90.32 SIPドメイン解決のためのDNS相互接続共通インタフェース 4.0

JJ-90.32(E) Common interconnection interface for SIP domain name resolution based on DNS 4.0

TR-1088 IMS事業者網間の相互接続共通インタフェースシーケンス／メッセージ例 1.0



SIP-SWGの活動概要

2020年度 1Q 2020年度 2Q 2020年度 3Q 2020年度 4Q 2021年度 1Q

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

標準化会議
（標準案の周知）

▲
第127回
（6/5）

▲
第128回
(9/11)

▲
第129回
(12/6)

▲
第130回
(3/5)

▲
第131回
(6/5)

信号制御専門
委員会

SIP-SWG

3GPP
専門員会

関連
団体

3GPP

JJ-90.30v7.0制定
JJ-90.27v6.0制定
JJ-90.28v2.0制定、他

▲

Release-18 stage 2

・オプション項目明確化・絞り込み
・準正常・付加サービス上の課題議論

▲
第126回
(4/13)

▲
第127回
(5/18)

▲
第128回
(6/15)

▲
第129回
(7/13)

Release-18 stage 1 (Requirement)

▲5/20
JJ-90.30v9.0
TR-1088v1.0発行、他

▲
第130回
(8/3)

▲
第131回
(8/26)

▲
第132回
(10/30)

▲
第133回
(12/8)

▲
第134回
(1/12)

▲11/12
JJ-90.30v8.0発行、他

Release-17 stage 2 (Architecture & Procedure)

Release-17 stage 3 （Protocol）Release-16 stage 3

・ シーケンス/メッセージ例の作成
・既存標準類の記述修正/明確化

▲
TS 29.165等ダウンストリーム

▲仕様凍結・凍結版発行

▲
第135回
(2/2)

▲第136回(2/19)

<2020年度の活動概要>

2020年度は2回に分けて議論と標準類の改版を実施



2020年度 SIP-SWGの取組み

■信号シーケンス／メッセージ例の新規ドキュメント(TR-1088)を制定

意識合わせの場における共通シーケンスの管理・運用を目的とし、事業者間で標準的に

用いられる接続パターンのシーケンス／メッセージ例をドキュメント化

■相互接続性向上を目的とした標準規定の明確化

意識合わせの場での整理事項および各社の開発状況等からのフィードバックに基づき、

事業者間協議・検証・相互接続の円滑化を目的とした標準規定の明確化を実施



TR-1088の紹介
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TR-1088の紹介（1/2）



TR-1088の紹介（2/2）

◼ 各パターンについて信号シーケンス / 信号内容 / 留意事項を記載



規定内容の解説
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2020年度 議論項目（抜粋）

青字・黄色網掛けの項目について説明します。

課題名 提案内容 反映箇所

アーリーメディア利用時のSDP設定条件 アーリーメディア利用時のレスポンスに対するSDPの設定条件を記載。 JJ-90.30(4.3.6.1.1.2)

アーリーメディア利用時のSIPタイマ条件 節を新規追加し、アーリーメディア提供時のSIPタイマ条件について記載。 JJ-90.30(4.3.6.1.1.3)

HOLDサービスを適用する場合のNNI規定明確化
HOLDサービスを適用する場合の信号条件、およびHOLDサービスを「適用する」を選択した網と
「適用しない」を選択した網とが相互接続した場合の考慮事項を明確化。

JJ-90.30(4.3.7.1)

SIPレスポンスに対するP-Charging-Vectorヘッダ設定条
件の変更

P-Charging-VectorヘッダのSIPレスポンスへの設定条件に関して、4xx-6xxのSIPレスポンスには設
定オプションとする。

JJ-90.30(4.3.4.6.2)

復旧検知のOPTIONSリクエストの信号条件規定明確化 付属資料dを追加し、OPTIONSリクエストの信号条件を明確化。 JJ-90.30(付属資料d)

OPTIONSメッセージ例の修正 OPTIONSリクエストのメッセージ例について、記載するヘッダを付属資料d.2に記載された内容に沿って修正。 JJ-90.30(vii.2.7)

PRACK後の200 OK(INVITE)のSDP設定例修正
メッセージ例中のPRACKリクエスト後の200レスポンスについて、JJ-90.30v8.0より追記された規定に合わせて
修正（SDP無しに変更）。

JJ-90.30(vii.2.1.1.3)

"isub-encoding" tel URIパラメータ設定条件の明確化 国内II-NNIにおいて"isub-encoding" tel URIパラメータを利用しないことを明確化。 JJ-90.30(b.3)

History-Infoヘッダに関する記載修正 History-Infoヘッダ中のエントリ数の上限値が8エントリであることを明記する。 JJ-90.30(4.3.4.7.4.2)

発番号なし国際呼における発ユーザ種別の扱い
P-Asserted-Identityヘッダにglobal-number-digits以外のSIP URIを含む場合の発ユーザ種別
（"cpc" tel URIパラメータ）の付与方法を明確化。

JJ-90.30(4.3.4.1.3，ii.4)

SIP待ち受けポート番号に関する記載修正
JJ-90.30v8.0よりSIPのUDP待ち受けポート番号が5060番固定と規定されたため、JJ-90.32も同規定に合
わせて記載を修正。

JJ-90.32(4.3.4.2.3）



アーリーメディア

アーリーメディア利用時のSIPタイマ条件

◼ 着側網が170秒を超えてアーリーメディアの送出を希望する場合、18xレスポンスを送信することにより、発側網の

Timer Cを更新することが可能であることを明確化

発側事業者 着側事業者

INVITE [SDP Offer]

100 Trying

183 Session Progress [SDP Answer]

• 発側網は着側網から18xレスポンスを受信しない場合、Timer Cに
よりアーリーダイアログを解放

• 着側網が18xレスポンスを送信することにより、発側網のTimer Cを更新
することが可能

• 着側網はオペレータポリシーにより定められた期間を経過した場合、
Timer C満了に関わらず呼の開放を行ってもよい

Timer C満了

PRACK

200 OK (PRACK)

CANCEL

200 OK (CANCEL)

487 Request Terminated

ACK

発側事業者 着側事業者

INVITE [SDP Offer]

100 Trying

183 Session Progress [SDP Answer]

Timer C更新

PRACK

200 OK (PRACK)

183 Session Progress

PRACK

200 OK (PRACK)

アーリーメディア継続

アーリーメディア
アーリーメディアを
継続したい場合、18x

レスポンスを送信



HOLDサービスを適用する場合のNNI規定明確化（1/2）

◼ HOLD（呼出保留）サービスを適用した際に想定される音声パス方向属性の状態遷移および信号条件を明確化

発側事業者 着側事業者

双方向通話から片方向保留へ遷移

双方向通話

UPDATE or Re-INVITE (a=sendonly)

200 OK (a=recvonly)

片方向保留

発側事業者 着側事業者

片方向保留から双方向保留へ遷移

UPDATE or Re-INVITE (a=inactive)

200 OK (a=inactive)

発側事業者 着側事業者

片方向保留から双方向通話へ遷移

双方向通話中

UPDATE or Re-INVITE (a=sendrecv)

200 OK (a=sendrecv)

片方向保留

発側事業者 着側事業者

双方向保留から片方向保留へ遷移

UPDATE or Re-INVITE (a=recvonly)

200 OK (a=sendonly)

片方向保留

片方向保留

双方向保留

双方向保留

保留 保留

保留解除保留解除



HOLDサービスを適用する場合のNNI規定明確化（2/2）

◼ HOLDサービスを「適用する」を選択した網と、「適用しない」を選択した網が接続する場合の動作を明確化

HOLDサービスを「適用しない」を選択した網は、方向属性変更のSDP
オファーを受け入れられない場合、そのポリシーにより488レスポンスを返却
した上で呼継続、または呼切断を行ってもよい

発側IMS網 着側IMS網

双方向通話

UPDATE or Re-INVITE (a=sendonly)

488（Not Acceptable Here）

発側IMS網 着側IMS網

保留

HOLD：「適用する」 HOLD：「適用しない」

HOLDサービスを「適用する」を選択しているが、HOLDサービス以外の
方向属性を許容しない場合、そのポリシーにより488レスポンスを返却
した上で呼継続、または呼切断を行ってもよい

HOLD：「適用する」 HOLD：「適用する」

双方向通話

UPDATE or Re-INVITE (a=recvonly)

488（Not Acceptable Here）

？

HOLD以外の方向
属性変更は非許容



復旧検知のOPTIONSリクエストの信号条件規定明確化（1/2）

◼ OPTIONSメソッドによる復旧検知とは

障害検知時の動作 復旧検知

事業者A SBC 事業者B SBC

INVITE

INVITE

INVITE

障害発生

・
・
・

Timer B満了

OPTIONS

対向SBC障害を検知し
OPTIONSメソッドによる
復旧検知開始

OPTIONS

・
・
・

事業者A SBC 事業者B SBC

障害中

復旧

OPTIONS

OPTIONS

200 OK (OPTIONS)

復旧検知開始

INVITE

・
・
・



復旧検知のOPTIONSリクエストの信号条件規定明確化（1/2）

◼ 付属資料dを新設し、OPTIONSメソッドによる復旧検知の信号条件を明確化

OPTIONSリクエストの送信間隔 OPTIONSリクエスト/レスポンスの信号条件

事業者A SBC 事業者B SBC

INVITE

INVITE

INVITE

障害発生

・
・
・

Timer B満了

OPTIONS

OPTIONS

・
・
・

10～600秒

OPTIONSリクエストの送信間隔を10～600秒の
間で選択し、選択した値を事業者間で交換する



発番号なし国際呼における発ユーザ種別の扱い

◼ 国際呼等で有効な発信者番号がない場合、P-Asserted-Identityヘッダにtel URIが含まれずSIP URIに電番でない文字列

が設定される。

◼ 上記の場合においても、通常の”cpc” tel URIパラメータと同様の構文で発ユーザ種別が指定されることを明確化。

国際中継 転送元 転送先

P-Asserted-Identity: <sip:unavailable@unknown.invalid>

P-Asserted-Identity: <sip:unavailable;cpc=priority@unknown.invalid>

有効な発番号なし



SIP-SWGの今後の取組み



2021年度の取組み

■信号系課題解決に向けた議論および標準類の更新

事業者間検証等で発生した信号系課題に対する議論および標準類へ反映【～2月】

■TR-1088(相互接続シーケンス／メッセージ例)の更新

可読性向上を目的とし、記述の改善等を実施 【～8月】



EOF


